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　今、私たちの住む地域には、暮らしにくさを抱えて生活

されている方がおられます。ゴミ出しや買い物、畑の草む

しり、回覧板を回すなど、ちょっとしたこと、でも地域で

生活するためには必要なこと、それらは特別な資格がなく

ても、お手伝い出来ることです。人のつながりの中で支え

合う力、それは住民のみなさんにしか出来ない「地域の力」

です。
　今回の講座では、受講された皆さんと一緒に、困っている

人が気軽に「助けて！」と言える雰囲気のまちづくり、その

声にそっと寄り添い、制度やサービスのスキマを埋めるお助

け上手なサポータ―の必要性について学び合い、今、地域で

支え合うために必要なことは何かを共に考えました。

　「何かしたい！」「この思いをカタチにできたら…」「この

仲間で出来ることから活動したい。」など、みなさんの熱い

思いを大切に、住み慣れた地域で誰もが幸せに暮らし続ける

ために、何年後かここに住んでいる自分を含めた誰かのため

に…、“助け上手”“助けられ上手”な地域づくりを目指し、

みなさんと一緒に活動をしていきたいと思っています。

広げよう支え合いの輪
　　　深め合おう地域の絆
広げよう支え合いの輪

　　　深め合おう地域の絆

地域福祉課

総務課・在宅福祉課

「生活支援サポーター養成講座」in永源寺
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平成２３年度　東近江市社会福祉協議会　予算

基
本
方
針

　

近
年
、
社
会
福
祉
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
核
家
族
化
、
ま
た
地

方
財
政
状
況
の
悪
化
等
社
会
構
造
が
大
き
く

変
容
す
る
中
、
地
域
に
お
け
る
相
互
支
援
機

能
の
希
薄
化
が
進
み
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
一
層

の
多
種
多
様
化
、
複
雑
化
が
進
ん
で
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
社
会
福
祉
協
議

会
は
地
域
福
祉
の
推
進
団
体
と
し
て
、
市
民

の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
立
脚
し
た
事
業
の
展
開
や
、

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の
高
揚
を

図
る
こ
と
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
市
が
策
定
し
た「
地
域
福
祉
計
画
」

の
中
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
う
役
割
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
福
祉
業
務
を

充
実
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地

区
社
協
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
市
民
活
動
団
体
、
自
治
会
な
ど
の
住
民

自
治
組
織
と
の
連
携
・
協
働
を
進
め
な
が
ら

「
地
域
福
祉
活
動
計
画（
仮
称
）」
を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

　

一
方
、
在
宅
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
、
福

祉
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を

十
分
認
識
し
て
体
制
の
充
実
に
努
め
る
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
沿
っ
た
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
健
康
で
幸
せ
な

暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
東
近
江
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
宮
部
庄
七
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ

り
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
選
任
い
た

だ
き
ま
し
た
う
え
は
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
全
力
投

球
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
核
家
族
化
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、

地
域
で
の
お
互
い
の
助
け
合
い
や
協
力
が
希
薄
に
な

り
、
子
育
て
家
庭
の
孤
立
化
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高

齢
者
世
帯
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉

の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
革
に
よ
り
高
齢
者
や
障
が
い

者
へ
の
支
援
の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
果
た
す
役
割
も

益
々
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
本
会
の
理
念
で
あ

り
ま
す
﹁
共
に
生
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
﹂
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
地
域
の
中
の
課
題
を
見
出
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
つ
な
が
り
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
住
民
の
皆
様
あ
っ
て
の
地
域
福
祉
で
す
。
人
と
人

が
力
を
合
わ
せ
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
、
よ
り

よ
い
地
域
社
会
が
築
け
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
共
に
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

収入合計

1,167,587千円
支出合計

1,167,587千円

収 入 支 出

経常経費補助金
179,158 千円

事業
6,822 千円

受託金
97,267 千円

助成金
450 千円

経理区分間
繰入金
127,763 千円

介護保険
576,657 千円

負担金
2,134 千円

共同募金配分金
16,372 千円

貸付事業
1,430 千円

人件費
763,412 千円

事務費
34,737 千円

事業費
145,409 千円

経理区分間繰入金
127,763 千円

固定資産取得
25,401 千円

積立預金積立
4,250 千円

積立預金取崩収入
33,509 千円

負担金
7,856 千円

貸付事業等
1,200 千円

助成金
17,413 千円

前年度繰越金
56,819 千円

会費
15,450 千円

寄付金
1,806 千円

退職共済預け金
31,131 千円

予備費
9,015 千円

利用料
754 千円

雑収入
1,011 千円

受取利息
配当金
306 千円

自立支援費
49,879 千円

宮 

部   

庄 

七

　
　
東
近
江
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長

衆
院
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

み
や
　 

べ
　
　
し
ょ
う  

ひ
ち

平成23年度　東近江市社 会福祉協議会　事業計画平成23年度　東近江市社 会福祉協議会　事業計画平成23年度　東近江市社 会福祉協議会　事業計画
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社会福祉協議会会費にご協力をお願いします
　社会福祉協議会は、子ども、高齢者、障がい者をはじめ、すべての人々が住み慣れた地
域で安心して暮らせるまちづくりを推進するため活動しています。
　みなさまからお寄せいただく会費は、ふれあいいきいきサロン事業や地域見守り支援事
業など、身近な福祉活動に活用させていただきます。
　東近江市の地域福祉活動をより一層充実させるためにご理解とご協力をお願い致します。

 一般会費（各世帯にお願いする会費）　　　　　　　　　　 一口　　　５００円
 特別会費（個人・企業・法人・団体等にお願いする会費）　 一口　１，０００円

　 　平成２２年度実績額（平成２３年３月末現在）
　　 　  一般会費　１２，０７９，４２５円
　  　　 特別会費　　３，５３４，０００円

《
法
人
の
円
滑
な
運
営
》

１
．
財
政
基
盤
確
立
の
た
め
自
主
財

　

源
の
確
保
に
努
め
、
ま
た
組
織
機

　

能
の
強
化
を
め
ざ
し
ま
す

　

⑴ 

社
協
会
員
の
加
入
促
進
・
自
主
財
源

　
　

の
確
保
、
事
業
の
見
え
る
化
を
図
る

　

⑵ 
社
協
基
盤
強
化
検
討
委
員
会
の
設

　
　

置
、
社
協
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進
や
組

　
　

織
の
あ
り
方
検
討

２
．
善
意
銀
行
の
運
営

　

⑴ 

金
銭
預
託
・
物
品
預
託
の
受
入
れ
と

　
　

払
い
出
し　

　

⑵ 

地
区
社
協
な
ど
へ
の
地
域
福
祉
活
動

　
　

助
成

　

⑶ 

リ
サ
イ
ク
ル
預
託

３
．
低
所
得
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・
障

　

が
い
者
世
帯
の
自
立
を
支
援
す
る

　

た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

⑴ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業　

　

⑵ 

小
口
貸
付
資
金
の
貸
付
事
業

　

⑶ 

緊
急
用
食
料
品
給
付
事
業(

善
意
銀
行)

　

⑷ 

貧
困
か
ら
く
る
被
虐
待
児
へ
の
食
糧

　
　

支
援(

善
意
銀
行)

　

⑸ 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
よ
る

　
　

激
励
訪
問(

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金)

　

⑹ 

災
害
見
舞
金
事
業
の
実
施

(

共
同
募

　
　

金
・
善
意
銀
行)

４
．
福
祉
諸
団
体
の
事
務
局
と
活
動

　

支
援

　

⑴ 

滋
賀
県
東
近
江
市
共
同
募
金
委
員
会

　

⑵ 

東
近
江
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

⑶ 

東
近
江
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
議
会

　

⑷ 

そ
の
他
福
祉
諸
団
体
の
活
動
支
援

《
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
》

５
．
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め  

　
「
見
守
り
」
や「
声
か
け
」、
支
え
合

　

い
活
動
を
推
進
・
支
援
し
ま
す

　

⑴ 

地
域
見
守
り
支
援
事
業　

　

⑵ 

サ
ロ
ン
活
動
支
援　

　

⑶ 

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

⑷ 

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成　

　

⑸ 

地
域
防
災
・
災
害
時
要
援
護
者
支
援

６
．
市
民
参
加
・
市
民
活
動
の
ま
ち
づ

　

く
り

　

⑴ 

地
区
社
協
活
動
の
支
援

　

⑵ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
　

相
談
・
活
動
調
整
、
講
座
・
研
修
会
の

　
　

開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
支

　
　

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、「
ボ
ラ

　
　

ン
テ
ィ
ア
保
険
」
の
加
入
促
進

　

⑶ 

「
第
３
回
退
職
シ
ニ
ア
地
域
デ
ビ
ュ
ー

　
　

講
座
」
の
開
催

　

⑷ 
福
祉
教
育
の
推
進

　

⑸ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
福
祉
団
体
、
当
事
者
組
織

　
　

支
援

　

⑹ 

企
業
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
支
援

７
．
暮
ら
し
に
関
わ
る
困
り
ご
と
の
相

　

談
に
応
じ
ま
す

　

⑴ 

心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設　

　

⑵ 

無
料
法
律
相
談
の
実
施　

　

⑶ 

常
設
相
談
の
実
施

　

⑷ 

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　
　

日
常
の
金
銭
管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　

の
利
用
援
助
、
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー

　
　

ビ
ス
、「
成
年
後
見
制
度
」
の
利
用
援
助

８
．
子
ど
も
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
高
齢

　

者
支
援

　

⑴ 

障
が
い
児
の
地
域
活
動
支
援

　
　

「
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
」
「
ス
プ
リ
ン
グ

　
　

ホ
リ
デ
ー
」「
親
子
サ
ロ
ン
」
等
の
事

　
　

業
実
施
・
開
催
支
援

　

⑵ 

子
育
て
支
援

　
　

講
座
の
開
催
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
支

　
　

援
、
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
開
催

　

⑶ 

福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　

「
児
童
セ
ン
タ
ー
」
「
母
子
福
祉
セ
ン

　
　

タ
ー
」「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
事
業

　
　

の
実
施

　

⑷ 

児
童
遊
園
等
へ
の
遊
具
設
置
お
よ
び

　
　

補
修
の
助
成
、「
飛
び
出
し
人
形
」
の

　
　

設
置
支
援

９
．
調
べ
る
、知
ら
せ
る
、考
え
る
取
り

　

組
み

　

⑴ 

社
会
福
祉
調
査
の
実
施
（
民
生
委
員

　
　

児
童
委
員
と
協
働
）

　

⑵ 

広
報
紙
の
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　

運
営

　

⑶ 

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
仮
称
）
」
の

　
　

策
定

《
在
宅
福
祉
活
動
の
推
進
》

10
．
高
齢
者
福
祉
活
動

　

⑴ 

介
護
保
険
事
業
の
実
施

　
　

居
宅
介
護
支
援
事
業
、
訪
問
介
護
事

　
　

業
、
通
所
介
護
事
業
等

　

⑵ 

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

　

⑶ 

介
護
予
防
事
業

　

⑷ 

お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス

　

⑸ 

福
祉
輸
送
事
業

　

⑹ 

住
居
提
供
事
業(

ゆ
う
あ
い
の
家)

11
．
障
が
い（
児
）
者
福
祉
活
動

　

⑴ 

自
立
支
援
事
業
の
実
施

　
　

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

　

⑵ 

地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施

　
　

相
談
支
援
事
業
、
外
出
支
援
事
業
、

　
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型
事
業

　

⑶ 

難
病
患
者
等
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　会費をお寄せいただきました
住民の皆様、企業・法人・団体
の方々に厚くお礼申しあげます。

平成23年度　東近江市社 会福祉協議会　事業計画平成23年度　東近江市社 会福祉協議会　事業計画平成23年度　東近江市社 会福祉協議会　事業計画
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気
仙
沼
市
で
は
、
震
度
６
弱
の
揺
れ

を
観
測
し
、
直
後
か
ら
重
油
漏
れ
に
よ

る
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
、
ま
た
津

波
に
よ
っ
て
市
街
地
は
１
／
３
が
冠
水

し
ま
し
た
。
復
旧
・
復
興
支
援
の
要
と

な
る
市
役
所
も
１
階
が
浸
水
し
、
市
社

協
は
建
物
が
全
壊
し
ま
し
た
。
道
路
や

鉄
道
も
寸
断
さ
れ
、
支
援
が
行
き
届
か

ず
孤
立
す
る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
支

援
に
入
っ
た
時
は
、避
難
所
は
１
０
０
ヶ

所
余
り
に
も
な
り
、
避
難
者
は
１
万
３

千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
電
気
は
復

旧
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
道
は
一
部
を

除
い
て
断
水
、
ガ
ス
も
復
旧
未
定
と
い

う
状
況
で
し
た
。

　

市
街
地
や
沿
岸
部
に
は
、
言
葉
で
は

表
現
し
切
れ
な
い
津
波
の
傷
跡
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
「
目
線
を

超
え
、
壁
の
よ
う
に
迫
っ
て
く
る
津
波

に
驚
き
、
慌
て
て
高
台
へ
避
難
し
た
。

そ
の
後
、
い
と
も
簡
単
に
家
や
自
動
車

や
船
が
流
さ
れ
、
も
の
す
ご
い
速
さ
の

引
き
潮
に
飲
み
込
ま
れ
沖
ま
で
流
さ
れ

て
い
く
人
の
姿
を
、
唖
然
と
し
な
が
ら

見
て
い
た
」「
10
ｍ
を
越
え
る
よ
う
な
大

き
な
津
波
が
次
々
と
押
し
寄
せ
、
間
一

髪
で
生
死
が
分
か
れ
た
」
と
生
々
し
く

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
３
月
28
日
に
開
設
さ
れ
、
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
得
て
、
人
々

の
生
活
復
興
に
向
け
て
活
動
を
進
め
ま

し
た
。
活
動
は
、
主
に
家
屋
に
た
ま
っ

た
泥
の
か
き
出
し
や
家
財
道
具
の
後
片

付
け
、
全
国
か
ら
届
く
救
援
物
資
の
仕

分
け
、
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
な
ど
で

し
た
。
ま
た
、
高
齢
の
方
か
ら
は
力
の

い
る
作
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
る

声
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
ら
被
災
し
な
が
ら
も
頑
張
る
地
元

社
協
職
員
の
「
み
ん
な
の
力
で
、
以
前

の
よ
う
な
　
海
と
山　

が
綺
麗
な
気
仙

沼
市
を
取
り
戻
し
た
い
」
と
い
う
言
葉

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、
地
元
の
方
々

の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
た
。
活
動
の
中
で
地
域
の
つ
な

が
り
を
強
く
感
じ
た
の
は
、
普
段
か
ら

何
ら
か
の
役
割
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て

い
る
人
々
の
姿
で
し
た
。
避
難
所
運
営

を
住
民
の
手
で
し
て
い
こ
う
と
尽
力
さ

れ
て
い
る
自
治
会
長
さ
ん
、
在
宅
避
難

を
さ
れ
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
身
体
が
不
自
由
な
人
に
、
見
守
り

を
兼
ね
て
救
援
物
資
を
届
け
て
お
ら
れ

る
民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
、
助
け
を

求
め
て
い
る
人
の
自
宅
ま
で
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
送
迎
し
て
く
だ
さ
る
地
区

社
協
の
役
員
さ
ん
。
み
な
さ
ん
、
ま
ち

を
自
分
た
ち
の
手
で
復
興
さ
せ
た
い
と

強
い
想
い
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
人
々
の
姿
を
見
て
、
普
段

の
地
域
の
つ
な
が
り
、
顔
の
見
え
る
関

係
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
必
ず
活
き

て
く
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
復
興
に
向
け
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
寄
り
添

う
支
援
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

東日本大震災

被災地レポート

東日本大震災

被災地レポート

”

”

　“いま、地域で何ができるのか”と、みなさんいろい

ろとお考えになられているかもしれません。もし自分た

ちの住む地域で大きな災害が起きたらどう行動すべき

か、地域のつながりや顔の見える関係は、いまどのよう

になっているのかなど、いま一度地域を見つめることが

第一歩になるのではないでしょうか。

　東日本大震災は、これまで私たちが経験したことのない甚

大な被害をもたらしています。発災後２ヶ月、多くの方々が、

未だに先行きの見えない生活を送られています。

　東近江市社会福祉協議会では、近畿ブロック府県社協か

らの職員派遣要請を受け、３月26日から４月２日まで、宮城

県気仙沼市、４月15日から４月22日まで、宮城県南三陸町

の災害ボランティアセンターで、それぞれ職員１名が運営

支援の活動を行ってきました。

　今回は、気仙沼市で活動を行ってきた職員の報告を掲載

します。

　３月３０日から４月４日に行われました救援物資

の募集において、物資の提供はもちろん、仕分け・

梱包についても多くのボランティア（のべ５６人）

のみなさんにご協力いただきました。また、市内

の企業・店舗のみなさんには梱包用段ボールを快

くご提供いただきました。

　ご協力ありがとうございました。
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インタビューインタビューほっと

第五代理事長 さん平岩　茂人

ＪＣ（東近江青年会議所）
ひらいわ　　 しげ  と

Ｑ．ＪＣの理事長としてご活躍されていますが、活動をご紹介ください。
 A.　ＪＣは、ひとことで言うと、まちづくりひとづくりを行う団体です。普段は、それぞれに仕事をもちながら団体の活動
を行っています。アメリカが発祥の地で、世界中で活動が展開されています。
　具体的には、二五八祭やわんぱく相撲の開催など、それぞれの地域で活動を行います。
　組織としては、理事会の下に各委員会があり、そこで、事業の企画をします。理事会で承認が得られるよう、みんな意
見をぶつけあいながら真剣に話し合います。

Ｑ. 心に残っていることは？
 A.　 委員長時代のことです。自分で企画立案をして、委員会のメンバーをまとめていくことはとても大変でした。青少年
の育成事業に取り組み、子どもへの向きあい方を学び、自分自身も輝いていることが大切だと感じました。
　まちづくりひとづくりを通して、成長している自分が実感できました。

Ｑ. まちづくりへの思いを聞かせてください。
 A. 「まちづくりはひとづくり」
　今回の震災支援もそうですが、普段していない活動は、いざという時もできないと思っています。
　仕事・家庭と限られた時間の中で、活動を通して地域に貢献できる大人でないといけない。それはとてもエネルギーの
いることだけれど、今まで地域を築き上げてこられた先輩方をみて、自分もそうなりたいと思います。
　はじめからまちづくりを考えている人ばかりではありません。活動の中で地域のことを考える人に育ってほしい。先輩
やＯＢとの関わりの中で、まちづくりに目をむけられるようになると思
います。それは、ＯＢから継承されてきて、次の世代へ伝えていかなけ
ればならないことです。
　大事なことを伝えていくためには、言葉だけではダメ。引っ張ってい
く側の姿勢が大切です。

Ｑ. これから何を目指して活動したいですか？
 A.　 ビジョン『夢を語るまち』を心に、これからの時代に、子どもたちが
大きくなった時に、感謝してもらえる地域にしたいです。
　また、ＪＣとしては、ＯＢさんと自分たちと話し合い、さらにフット
ワーク軽く何事にも動ける組織にしていきたいと考えています。

の
相
談

圡
井
弁
護
士
の

暮
ら
し

「
震
災
に
便
乗
し
た
詐
欺
」

　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
る
た
び
に
、
私
達
も
何
か
役
に

立
ち
た
い
と
、
誰
し
も
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
悲
し
い
こ
と
に
こ

う
し
た
思
い
に
つ
け
込
ん
で
悪
い
こ
と
を
思
い
つ
く
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
。

　
義
援
金
の
募
金
と
称
し
て
善
意
の
お
金
を
集
め
な
が
ら
、
こ
れ
を
被
災
者

に
渡
さ
ず
に
、
自
分
た
ち
で
好
き
な
よ
う
に
使
っ
て
し
ま
う
、
こ
れ
が
義
援

金
詐
欺
で
す
。
実
態
の
な
い
団
体
を
名
乗
っ
て
、
街
頭
で
募
金
集
め
を
し
た

り
、
戸
別
訪
問
を
し
て
お
金
を
集
め
た
り
し
ま
す
。
売
上
の
一
部
を
被
災
地

に
送
る
と
称
し
て
、
物
を
売
り
つ
け
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。
地
震
で
屋
根
瓦

が
損
傷
し
た
と
し
て
、
不
当
に
高
価
な
屋
根
工
事
を
さ
せ
る
と
い
う
話
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　
建
物
の
耐
震
性
能
に
不
安
を
感
じ
る
心
理
に
つ
け
込
ん
で
、
高
価
な
耐
震

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
勧
め
る
訪
問
販
売
業
者
も
い
ま
す
。
耐
震
補
強
の
効
果

が
全
く
な
い
よ
う
な
金
具
を
取
り
付
け
た
り
、
特
許
を
取
得
し
た
事
実
も
な

い
の
に
、
偽
の
特
許
番
号
を
示
し
て
器
具
を
売
り
つ
け
た
業
者
も
あ
り
ま
し

た
。

　「
被
災
地
で
は
水
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
事

業
に
投
資
す
れ
ば
儲
か
る
」
と
い
っ
て
、
出
資
金
を
だ
ま
し
取
る
事
件
も
あ

り
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
も
、
日
本
に
義
援
金
を
送
る
と
称
し
て
、
募
金
を
集
め
よ
う

と
す
る
詐
欺
サ
イ
ト
が
、
地
震
の
数
日
後
に
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
無

差
別
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
て
、
ニ
セ
募
金
サ
イ
ト
に
誘
導

す
る
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
災
害
時
に
発
生
す
る
詐
欺
を
取
り
締
ま
る

専
門
機
関
が
あ
り
ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
の
大
災
害
の
時
に
詐

欺
が
多
発
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
設
立
さ
れ
た
機
関
で
す
。「
災
害
に
詐
欺

は
つ
き
も
の
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　
せ
っ
か
く
の
善
意
を
踏
み
に
じ
ら
れ
た
り
、
自
ら
が
被
害
者
に
な
っ
た
り

し
な
い
よ
う
、
十
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。

弁
護
士
　
圡 

井
　
裕 

明

　このたびの震災支援のため、救援物資募集の取り組
みを一緒に行ったＪＣ（東近江青年会議所）の理事長
平岩茂人さんにインタビューしました。
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民児協のまど民児協のまど
＜発　行＞平成２３年５月１５日

事務局　東近江市社会福祉協議会
ＴＥＬ　０７４８－２０－０５５５

東近江市
民生委員児童委員協議会

中
野
地
区
民
児
協
の
取
り
組
み

中
野
地
区
民
児
協

　

私
た
ち
中
野
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
は
各
自
担
当
す
る
地
域
の

日
常
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
の
合
間
を
見
て
常
に
地
域
に
根

ざ
し
た
幅
広
い
活
動
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

に
、
26
年
間
お
弁
当
を
お
届
け
し
、

安
否
の
確
認
と
共
に
会
話
を
交
わ

し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
お
父
さ

ん
が
一
人
で
子
ど
も
を
育
て
て
お

ら
れ
る
ご
家
庭
に
は
、
父
子
家
庭

給
食
を
実
施
し
、
頑
張
る
お
父
さ

ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
元
の
福
祉
施
設
「
あ
か

ね
寮
」
の
布
団
干
し
や
前
庭
の
除

草
作
業
、ま
た
中
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
除
草
作
業
を
例
年
実

施
し
、
施
設
や
公
共
の
場
を
気
持

ち
よ
く
利
用
し
て
頂
く
た
め
の
奉

仕
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
野
地
区
で
は
幼
児
と
保
護
者

を
対
象
と
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
も
主
任
児
童
委
員
を
先
頭

に
「
お
に
ぎ
り
作
り
」
に
参
加
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
サ
ン
タ
さ
ん
と 

し
て
、
若
い
お
母
さ
ん
の
子
育
て

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
・
幼
稚
園
の
行
事
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
中
野
幼
稚
園

で
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で

あ
る
大
き
な
「
ム
ク
ノ
キ
」
に
ち

な
み
、
地
域
が
子
ど
も
を
守
り
育

て
る
行
事
「
む
く
の
木
先
生
と
遊

ぼ
う
」
に
、
地
域
の
子
育
て
支
援

と
し
て
毎
回
参
加
を
し
て
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

年
二
回
の
機
関
紙
「
か
け
は
し
」

の
発
行
も
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
大
切
な
事
業
の
一
つ
で

す
。

会
長  

中
島
　
末
子

”

”

　３月１１日に発生した東日本大震災で被災された多くのみなさまに心よりお見舞い申し上げます。

　東近江市民生委員児童委員協議会としても、長期にわたる復興支援の中で、被災地で活動されて

いる仲間への支援も含め、寄り添い、先の長い支援を続けていきたいと思っています。

※災害時要援護者とは？

　災害が起きたとき、必要な情報を得ること

が難しく、自分を守るために、安全な場所に

避難することや適切な避難行動をとることが

困難な方。

（高齢者、乳幼児、障がい者、外国人など）

　東近江市では、民生委員児童委員と自治会・

行政・自主防災組織のみなさんと協力して、

「災害時要援護者避難支援制度」の実施に取

り組んでいます。「災害時要援護者避難支援

制度」とは、高齢者や障がいをお持ちの方な

ど、手助けを必要とする方々を、災害が発生

した時に、身近な地域で支え合う仕組みです。

　災害が起こった時に、要援護者一人ひとり

に対して「誰が」「どこに」「どのように」支

援するのかなどを、あらかじめ話し合い「避

難支援個別計画」を立て、地域で情報を共有

し、災害に備えます。

災害に備える取り組み災害に備える取り組み

　災害時要援護者の避難支援には、

地域ぐるみの取り組みが必要不可欠

です。ご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。
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無料法律相談のお知らせ無料法律相談のお知らせ

心配ごと相談日のお知らせ心配ごと相談日のお知らせ ※時間はいずれも9：00～12：00

日　　時 ５／２５（水）・６／２２（水）　１３：３０～１６：００

八日市福祉センター（ハートピア八日市）

土井裕明 弁護士 市内在住の方

日常生活上の法律問題

下記までご連絡ください （予約時に相談概要をお伺いします）

電話　０７４８－２４－２９４０　（担当：山下・是洞・池山）

ひとり３０分程度

場　　所
相  談  員
相談内容

対  象  者
相談時間

予約方法

社協では日常生活や福祉に関する相談を随時受付けています。お気軽にご相談ください。

5月 6月
月 火 水 木 金

2

9

16

23

30

八

八

八

八

八

3

10

17

24

31

能

能

能

能

4

11

18

25

蒲

五

蒲

5

12

19

26

愛

湖

永

6

13

20

27

八

八

八

八

月 火 水 木 金

6

13

20

27

八

八

八

八

7

14

21

28

能

能

能

能

1

8

15

22

29

五

蒲

五

蒲

2

9

16

23

30

五

愛

湖

永

3

10

17

24

八

八

八

八

八日市
永源寺
五個荘
愛　東
湖　東
能登川
蒲　生

市 役 所  市 民 相 談 室 ／
永 源 寺 地 域 産 業 振 興 会 館 ／
五 個 荘 福 祉 セ ン タ ー ／
愛 東 福 祉 セ ン タ ー じ ゅ ぴ あ ／
湖 東 保 健 セ ン タ ー ／
能 登 川 福 祉 セ ン タ ー な ご み ／
蒲生いきがい活動支援センターせせらぎ ／

TEL0748-24-5616・IP0505-801-5616
TEL0748-27-1330・IP0505-802-1121
TEL0748-48-4750・IP0505-801-1168
TEL0749-46-2044・IP0505-802-2990
TEL0749-45-2666・IP0505-802-2974
TEL0748-42-8703・IP0505-802-2989
TEL0748-55-4895・IP0505-802-2528

（
（
（
（
（
（
（

（
（
（
（
（
（
（

、

善意銀行だより あたたかいご寄付をありがとうございます（平成2３年2月1日～平成23年３月31日）（敬称略）

●金銭預託 ●リサイクル預託

●金銭払出

●物品払出

¥6,140
¥50,000
¥6,000
¥20,000
¥10,350
¥29,740
¥16,286
¥2,231
¥40,000
¥10,000
¥20,000
¥10,000
¥3,361
¥54,200
¥20,000
¥20,000
¥2,000
¥10,000
¥3,500
¥2,467
¥20,000
¥1,000
¥520

Mahorova　川村　潤一
五個荘東佛教会
本多　知巳（指定）
平井　伊佐美
滋賀日産自動車㈱
ユニー㈱ピアゴ今崎店
大森町　法蔵寺
ハートピア窓口募金箱
神崎組仏教婦人会（指定）
愛東北小学校５年生
浄土宗滋賀県教区愛知組寺庭婦人会
更生保護女性会湖東分区
能登川地区二十歳のつどい実行委員会（指定）

天台宗安楽寺（指定）
立善寺
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名
牛乳パックリサイクル

キャベツ14個
白米60kg
歩行器3台
カロム2台

雑巾30枚

万羽鶴の3D壁画

米8kg

米90kg
玄米30kg
玄米600kg
洗濯機・毛布・洗剤･掃除機他
ランドセル2個･鉛筆6ダース
リハビリパンツ1袋
リハビリパンツ3袋
尿取りパット1袋
尿取りパット3袋･紙オムツ1袋
布カバン7･巾着袋35･雑巾20
車イス1台
ひな人形
湯呑6客
ふみカード
子供用消防車・ベビースケール

ジャングルジム他おもちゃ3点

服部　晋策

五個荘東佛教会
愛東中学校生徒会
湖東仏教会第一分会
能登川赤十字奉仕団
（指定）

能登川中学校３年生
（指定）

能登川北小学校
（指定）

立善寺（指定）
匿名
匿名（指定）
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名（指定）
匿名
匿名（指定）
匿名（指定）
匿名（指定）

匿名（指定）

●物品預託
スイミングパンツ10袋

切手

写真パネル

藤居　直美

岸　健二

安永　美與志（指定）

緊急食糧支援（米、缶詰など）

下着・生理用品・おしりふき等

白米･味付海苔･キャベツ

リハビリパンツ･尿取りパット･

大人用紙オムツ

玄米

使用済み切手・使用済みテレカ

ひな人形

雑巾

万羽鶴の３Ｄ壁画

米８kg

もち米・白米

カセットコンロ1台･ガスボンベ3本

子供用消防車・ベビースケール・

ジャングルジム他おもちゃ 3点

生活困窮世帯（3世帯4袋）

気仙沼市災害ボランティアセンター

生活困窮者

介護者等 (13 件 )

たけのこ作業所・やすらぎの里

作業所・ヘルパー利用者

誕生日ありがとう運動本部

ちゃがゆの郷

デイサービスセンターなごみ

デイサービスセンターなごみ・

かじやの里の新兵衛さん・

ちゃがゆの郷

東日本大震災被災地

蒲生地域見守り支援活動

青年会議所災害支援

おもちゃ図書館

¥18,762福祉電話基本料金（11 件）

アルミ缶
牛乳パック
使用済み切手
使用済みテレカ

書き損じハガキ
ベルマーク
ペットボトルキャップ

7件
1件
13件
8件

7件
2件
16件

これとう
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共同募金助成事業

サマーホリデーって？
　特別支援学校や特別支援学級に通う子どもたちが夏休み期間中、地域の人々とふれあい、有意義な日々
を過ごすことを目的として開催します。工作・お菓子づくり・水遊びなどの活動をして楽しく過ごします。

ボランティア
　子どもたちを見守り、一緒に
遊んでいただける方。
　学生の方も大歓迎です！

　　 〈開催場所（予定）〉
●八日市地区（びわこ学院大学）
●永源寺地区（ゆうあいの家）
●五個荘地区（五個荘福祉センター）
●愛東・湖東地区（湖東福祉センター）
●能登川地区
　（能登川介護予防センターひだまり）
●蒲生地区
   （いきがい活動支援センターせせらぎ）

指　導　員
＜応募条件＞
　男女問わず。概ね18才以上の健
康な方で、子どもの好きな方。プー
ルに入れる方。事業の企画や運営
を進めていただきます。指導員に
ついては事前に研修会をします。

＜報酬＞　
1日　5,000円以上

　市内の自治会に設置されているこどもの遊び場遊具
の新設や補修に助成することにより、児童の健全育成
と地域福祉の向上を目指すことを目的としています。

●助成対象
　自治会が管理されているこどもの遊び場遊具の新設
または補修。
　＊手作り遊具・ベンチ・看板等は対象外です。
●助成金額
　新設１５万円・補修５万円を限度とし、事業費総額の
４分の３を予算の範囲内で助成します。

●申請期限　平成２３年８月３１日（水）
●助成決定　平成２３年９月末までに通知
●お問合せ　東近江市社会福祉協議会各支所・
　　　　　　福祉センター

◆こどもの遊び場遊具助成事業

東近江市障がい児サマーホリデー２０１１

指導員、ボランティア募集中！指導員、ボランティア募集中！指導員、ボランティア募集中！

電話：0748-24-5640　　FAX：0748-24-1052　ＩＰ：0505-801-5640
e-mail syogaifu@city.higashiomi.shiga.jp

電話：0748-20-0555　　FAX：0748-20-0535　ＩＰ：0505-801-1125
e-mail eomishakyo-honsyo@e-omi.ne.jp

東近江市障害福祉課

東近江市社会福祉協議会　　

お申込み・お問い合わせは

　子どもや高齢者の安全を守るため、通学路や危険な
場所等への、飛び出し人形の設置を支援します。
但し、１自治体１体とします。数に限りがあります
ので、ご了承ください。

●申請方法　自治会長または民生委員児童委員を
　通じて、社協各支所・福祉センターまでご連絡
　ください。

開催期間：平成23年7月21日～8月31日の内18日間

こどもの遊び場の遊具に
ご利用ください。
　　　　社協各支所・福祉
　　　　  センターまで
　　　　  ご連絡ください。

ペンキを   
貸出しています！

◆飛び出し人形の設置を支援します
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